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＜学年目標＞ 

集団力～磨く 輝く 進歩する～

10 日（水）の学年集会で、学年開きを行いました。最初に 1 年生の先生方と養護教諭の木

原先生の自己紹介がありました。先生方の好きな物をたくさん知ることができましたね。これ

から、授業などで、先生方とたくさん話し、お互いのことをもっと知っていきましょう。 

次に、これからの中学校生活において大切にすることについてのお話がありました。75 回

生の学年目標は「集団力」です。「70人が全員集まった力、集団の力を高めていこう」という

話をしました。授業ではしっかり学ぼうとする集団。発表したり、教えあったりし、積極的に

授業に取り組める雰囲気を作れるようになろう。行事に全力で取り組める集団。みんなが協力

し、全員で臨める、そして、自分たちの手で作り上げようとしてほしい。そして、当たり前の

ことが、しっかりできる集団。善悪がしっかり区別でき、いけないことはお互いに注意できる。

時間を守れる。けじめがつけられる。そんな集団を目指してください。その集団の中でも、一

人ひとりがしっかり自分を磨き、輝き、進歩成長していきましょう。集団の力はとても大きな

ものです。75回生の集団力を高め、みんなで成長していきましょう。 

 平木先生からは、「勉強することは知識を増やすということ。予習・復習が大切で、提出物の

期限を必ず守ろう」というお話。田沼先生からは、「この 70人のメンバーでよかったなぁと思

えるような生活を送ろう」というお話がありました。 

 先生方のお話をしっかり心に留め、この写真のようにみんなが笑顔で中学校生活を送れるよ

うにがんばっていきましょう。 

学活で中学生になって、頑張りたいことや決意などを書きました。みんなの「やるぞっ！」

という気持ちが伝わってきました。紹介します。 

＜来週 4/15～4/19の予定＞ 
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５ 曜 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

15 月 

1組 英語 社会 国語 理科 

学活 避難訓練 

部活動 

仮入部 2組 家庭 数学 技術 英語 

こだま 家庭 英語 技術 数学 

16 火 

1組 音楽 英語 社会 体育 理科 国語 仮入部 

専門委員会

尿検査 

2組 英語 国語 数学 体育 社会 理科 

こだま 数学 国語 英語 体育 社会 理科 

17 水 

1組 

道徳 

家庭 国語 技術 数学 英語 

2組 英語 数学 社会 国語 美術 

こだま 数学 英語 社会 国語 美術 

18 木 

1組 英語 理科 国語 社会 数学 

学活 

仮入部 

2組 理科 英語 数学 国語 家庭 

こだま 理科 数学 英語 国語 家庭 

19 金 

1組 美術 英語 体育 数学 社会 

全校集会 

仮入部 

2組 理科 国語 体育 音楽 数学 

こだま 理科 国語 体育 音楽 英語 

 ＜自分の決意＞ １組  

  ぼくは、中学校になって頑張りたいことが３つあります。１つ目は、勉強です。中学校  

の勉強は難しくなります。テストでは順位が出されるのでレベルが上がります。なので、  

自主的な勉強に取り組みたいと思います。２つ目は、生活のことです。平日は塾があって、  

１０時まであります。なので、なかなか睡眠がとれないと思います。寝れない日があるか  

らこそ、早く寝た方がいいと思うので、ぼくは、早寝早起きを目標にしました。 
 ３つ目は、ぼくが１番好きな野球のことです。錦中には野球部がないので、ぼくは、硬式  

野球をしています。レベルの高いところだから、思い切って高い目標をつくってみました。  

それは、リトルシニア（硬式）で全国大会に出場することです。全国大会出場は難しい目  

標ですが、高いところを目標にすることでがんばろうという気持ちが芽生え、それと同時  

にうまくなってくると思うので、この目標を達成するために、努力を続け、ねばり強くが  

んばっていきたいと思います。 

＜中学でもがんばるぞ！＞ ２組  

  中学校では、小学校より、たくさんの教科を勉強しないといけないので、１つ１つの教 

 科に対応していけるよう、がんばりたいです。そして、中学では、部活動があるので、入 

 った部活動に全力をつくしたいです。３年後には、高校入試があるので、それに向けて、 

 この３年間がんばって行きたい高校に行けるように努力したいと思います。中学校では、

提出物が大切なので、期限までに出せるように、頑張りたいです。まだ。１年生でわから

ないことが多いけど、２年生や３年生の先輩たちに、近づけてたらいいなと思います。 


